
（別紙３）

～ 2025年12月1日

（対象者数） 32 （回答者数） 27

～ 2025年12月1日

（対象者数） 15 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間でのプログラム立案など、内容を充実しより質の高い
支援をおこなえるように情報の共有や情報検索を行っていき
ます。

2

日常生活にも直結する内容や、自身の想像力・発想力強化の
プログラム、また運動面の強化など児童が飽きてしまわない
プログラムを立案し実施しています。

3

イベント内容の充実のため、イベント内容の立案や内容の充
実を図るべく、スタッフ間での立案をおこなっていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

⾧期休暇などで利用時間が⾧い時に、他児童（未就学・小学
生含めて）交流が持てる機会を見つけて参加できるようにし
ていきたいです。

2

入社時に研修は行っておりますが、直接支援にあたる前にも
スキルアップを目指し、スキル差が生じないようにしていき
ます。

3

○事業所名 こぱんはうすさくら吹田教室

○保護者評価実施期間 2025年4月1日

○保護者評価有効回答数

2025年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の人々、こどもたちとの交流や地域行事などへの参加がで
きていない児童がいます。

利用時間内で、地域の人たちや地域行事に参加する事はなかな
か難しいのが現状であります。

職員の入れ替わりによるスキルの差が生じております。 職員が入れ替わり十分な研修をおこなう前に、現場に出て支援
にあたることが多いため、スタッフによって経験やスキルの差
が生じてしまいます。

個別支援のプログラムで児童一人ひとりの能力向上を目指しま
す。

来所時間内にて、担当職員が個別課題を立案・実施し進捗状況
を全員で共有し継続支援をおこなっています。

集団プログラムにて他者との関わりを学び日常生活へとつなげ
ていきます。

日々の集団プログラムで、小集団のなかでの他者との関わり方
や、自身の言動・行動を学び実践する中で、成功体験を積み日
常生活でも生かすことができるように支援をおこなっていま
す。

毎月ごとにイベント日を設定し、普段とは違った活動を通して
新しい体験・発見ができるような日を設定しています。

児童発達支援と放課後等デイサービス合同で実施したり、クッ
キングや外出など、月ごとにイベント日を設定して新しい体験
や経験ができるようにしています。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2025年12月1日

（対象者数） 25 （回答者数） 24

～ 2025年12月1日

（対象者数） 15 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間でのプログラム立案など、内容を充実しより質の高い
支援をおこなえるように情報の共有や情報検索を行っていき
ます。

2

日常生活にも直結する内容や、自身の想像力・発想力強化の
プログラム、また運動面の強化など児童が飽きてしまわない
プログラムを立案し実施しています。

3

イベント内容の充実のため、イベント内容の立案や内容の充
実を図るべく、スタッフ間での立案をおこなっていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

⾧期休暇などで利用時間が⾧い時に、他児童（未就学・小学
生含めて）交流が持てる機会を見つけて参加できるようにし
ていきたいです。

2

入社時に研修は行っておりますが、直接支援にあたる前にも
スキルアップを目指し、スキル差が生じないようにしていき
ます。

3

個別支援のプログラムで児童一人ひとりの能力向上を目指しま
す。

来所時間内にて、担当職員が個別課題を立案・実施し進捗状況
を全員で共有し継続支援をおこなっています。

集団プログラムにて他者との関わりを学び日常生活へとつなげ
ていきます。

日々の集団プログラムで、小集団のなかでの他者との関わり方
や、自身の言動・行動を学び実践する中で、成功体験を積み日
常生活でも生かすことができるように支援をおこなっていま
す。

毎月ごとにイベント日を設定し、普段とは違った活動を通して
新しい体験・発見ができるような日を設定しています。

児童発達支援と放課後等デイサービス合同で実施したり、クッ
キングや外出など、月ごとにイベント日を設定して新しい体験
や経験ができるようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域の人々、こどもたちとの交流や地域行事などへの参加がで
きていない児童がいます。

利用時間内で、地域の人たちや地域行事に参加する事はなかな
か難しいのが現状であります。

職員の入れ替わりによるスキルの差が生じております。 職員が入れ替わり十分な研修をおこなう前に、現場に出て支援
にあたることが多いため、スタッフによって経験やスキルの差
が生じてしまいます。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月9日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら吹田教室

○保護者評価実施期間 2025年4月1日

○保護者評価有効回答数

2025年4月1日

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


